
郡山市セーフコミュニティ推進協議会

防犯対策委員会
活 動 報 告

報告者 委員長 上田 敬史
1



1,239 1,159

1,083
1,032

953

866 784

956

803

742 749 739

664 608

1,271 

1,093 

1,028 
995 

1,018 

934 

762 

600

800

1,000

1,200

1,400

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

刑法犯認知件数比較 （人口10万人あたり）

出典：警察庁、郡山警察署、郡山北警察署

全国

郡山市

福島県

図１

2

(件)

(年)

防犯対策委員会設置の背景

郡山市は、国及び県より犯罪が多い状態が続いている



防犯対策委員会の構成

県南祭礼商業協議会
郡山社交飲食業組合

郡山地区防犯協会連合会
郡山北地区防犯協会連合会

8分野14名
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郡山掃除に学ぶ会
NPO法人ウィメンズスペースふくしま

郡山警察署
郡山北警察署

保護司会

郡山郵便局

市・男女共同参画課
市・こども家庭支援課

補導員会
県南地区高等学校
生活指導協議会

防犯
協会
２名

警察署
２名

教育・
青少年
指導
２名

犯罪者
更生
支援
１名

郵便局
１名

商業・
飲食業
組合
２名

市民
活動
団体
２名

市の
機関
２名

New！



回数 年 主な活動内容

第29～
34回

2018年
・第３回市民意識調査について
・違法客引き人数のデータ検証と対策について 等

第35～
40回

2019年

・こどもの安全確保について（こどもの安全対策委員会と合同開催）
・活動指標について
・DVの周知啓発について
・ドライブレコーダーの利活用について
・第４回市民意識調査の質問項目について 等

第41～
44回

2020年

・重点課題と活動指標、成果指標の見直しについて
・なりすまし詐欺被害状況について
・防犯カメラの設置計画について
・なりすまし詐欺防止、防犯カメラ・ドラレコ活用チラシについて 等

第45～
49回

2021年

・活動の振り返り、重点課題、活動指標、成果指標の見直しについて
・第４回地域診断について
・「見られていますよ！」防犯ステッカーに関するアンケートについて
・DVの相談窓口チラシの配布先について
・第５回市民意識調査の質問項目について 等

第50～
52回

2022年

・他の対策委員会との連携による効果的な取組について
・「見られていますよ！」防犯ステッカーの活用について
・第５回地域診断について
・郡山駅前客引きパトロールについて 等
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認証後の活動経過



953
866

784

722
646

593 488

739
664

608 590
550

509

418
364

1,018
934

762

782

681
639

476

476

200

400

600

800

1,000

1,200

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

全国 福島県 郡山市

出典：警察庁、郡山警察署、郡山北警察署

全国 郡山市

福島県

5

(件)

(年)

データからみた課題の抽出

郡山市は、国及び県より犯罪が多い状態が続いている

刑法犯認知件数（人口10万人あたり） 図２
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データからみた課題の抽出

認証後、減少傾向にある

出典：郡山市客引き等実態調査（毎月最終金曜日夜の状況）

市条例に違反している客引き人数（月平均）
(人)

(年)

図３



客引きといってもただの呼子ではありません。

7

見た目が
怖い

バックに暴力団
がいることも

しつこい

このような感じでは
なく

参考 違法客引きについて



45.6%

37.9%

33.4%

8.3%

1.3%

5.1%

駅前を利用していない

怖い、威圧感を感じる

しつこい

気にならない

店に行くのに便利

その他

データからみた課題の抽出

違法客引きに対して怖い、威圧感を感じる人の割合が多い

違法客引きに対する印象

出典：郡山市セーフコミュニティ市民意識調査

50.6%

48.7%

40.6%

36.3%

23.2%

13.2%

12.5%

6.7%

6.6%

2.3%

1.4%

0.7%

怖い、威圧感を感じる

通行のさまたげ

景観を悪くする

しつこい

かっこ悪い

タバコの投げ捨てをする

無回答

その他

断りにくい

まちのにぎわいを感じる

店に行くのに便利

かっこ良い

2016年

図４
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2022年

n=2,197

n=1,680



データからみた課題の抽出

駅前交番の刑法犯認知件数が多い

駅前交番の刑法犯の認知状況（人口100人あたり）

2015年 2021年

駅前交番 7.8件 4.7件

郡山市全体 0.9件 0.5件

表１
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重点課題① 駅前の体感治安が悪い継続



出典：郡山警察署、郡山北警察署「地域安全白書」 10

データからみた課題の抽出

窃盗犯の割合が高い

郡山市内の刑法犯の認知状況

凶悪犯, 8件, 0% 粗暴犯, 

152件, 

4%

窃盗犯, 2,268件, 68%

知能犯, 

120件, 

4%

風俗犯, 

19件, 

1%

その他, 

774件, 

23%

2014年
（3,341件）

2021年
（1,553件）

図５

凶悪犯, 9 件, 1% 粗暴犯, 

120 件, 

8%

窃盗犯, 1,026 件, 66%

知能犯, 

101 件, 

6%

風俗犯, 

24 件, 

1%
その他, 

273 件, 

18%



湖南
三穂田

逢瀬

熱海

喜久田 日和田 西田

富久山

中田

田村

安積

旧郡山

片平

31→16

37→14

85→34

78→104

113→87

82→25

102→41

39→11

86→4517→37

32→25

47→25

32→16

データからみた課題の抽出

中心市街地で刑法犯認知件数が多い

郡山市内の人口１万人あたりの刑法犯認知件数
2015年 → 2021年 13地区別の比較

重点課題② 住宅街の犯罪が多い（空き巣、自転車盗）

図６
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継続



けがに直結する粗暴犯や凶悪犯は少ない
窃盗犯が多く、郡山駅前では、違法客引きなど刑法犯以外の犯罪も発生
放置は、より危険で凶悪な犯罪が起こりやすい環境悪化につながる

より危険で凶悪な犯罪が
起こりやすい環境悪化

危惧される
将来

条例違反
窃盗

窃盗
窃盗現在の状態

現状を放置せず
抑 止

条例違反

郡山駅前は環境悪化が危惧される
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データからみた課題の抽出

2015年度以降、国及び県よりも相談件数は少ない

(件)

(年度)

配偶者によるDVの相談件数の推移（人口10万人あたり）

出典：内閣府男女共同参画局「配偶者暴力相談支援センターにおける配偶者からの暴力が関係する相談件数などの結果について」

こども家庭相談センター「相談等の取扱件数」

図７
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データからみた課題の抽出

2014年から減少傾向にある

(人)

(年)

加害を要因とした救急搬送推移（人口10万人あたり）

出典：総務省消防庁「消防白書」、福島県消防保安課「消防防災年報」

郡山地方広域消防組合「救急搬送データ（国表）」より

図８



住宅, 

132人, 

71%

公衆, 

38人, 

20%

道路, 

14人, 8%

仕事場, 

2人, 1%

住宅, 

95人, 

30%

公衆, 

131人, 

41%

道路, 

85人, 

27%

仕事場, 

5人, 

1%

その他, 

3, 1%
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データからみた課題の抽出

女性は住宅で加害を受ける割合が高い

加害を要因とした男女別の救急搬送場所（2014～2021年累計）

出典：郡山地方広域消防組合「救急搬送データ（国表）」より

図９

男（319人） 女（186人）
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データからみた課題の抽出

2017年まで減少傾向が続き、その後は横ばい

加害を要因とした男女別救急搬送人数

出典：郡山地方広域消防組合「救急搬送データ」より

図10
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データからみた課題の抽出

DV等の相談窓口の認知度は６割弱

出典：令和４年度セーフコミュニティ市民意識調査

DVの予防活動、相談窓口が
十分に認知されていない

重点課題③継続

59.3%

50.3%

66.6%

28.6%

66.7%

73.7%

70.0%

73.4%

63.3%

61.7%

49.8%

35.1%

37.8%

47.3%

30.2%

71.4%

33.3%

25.7%

29.2%

26.6%

34.3%

37.8%

46.6%

55.2%

2.9%

2.4%

3.1%

0.7%

0.8%

2.4%

0.5%

3.6%

9.7%

0% 50% 100%

全体(n=1,680)

======== 性別 ========
男(n=738)
女(n=929)

======== 年齢 ========
18～19歳(n=14)
20～29歳(n=72)

30～39歳(n=152)
40～49歳(n=260)
50～59歳(n=274)
60～64歳(n=166)
65～69歳(n=196)
70～74歳(n=223)
75歳以上(n=319)

知っている 知らない 無回答

図11Q.DVの相談窓口があることを知っていますか？



国・県レベル 市 地域レベル

環境
改善

規則・
罰則

教育・
啓発
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条例

違法客引き防止パトロール

風俗営業店への周知、警告

駅前利用者への注意喚起

取組検討

重点課題①に対するレベル別対策

重点課題① 駅前の体感治安が悪い

防犯灯整備 パトロール

防犯カメラ

街路灯整備

条例

取締り



国・県レベル 市 地域レベル

環境
改善

規則・罰則

教育・
啓発
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青色回転灯装備自動車パトロール

防犯カメラ

チラシ等による啓発

市民パトロール地域パトロール
支援事業

防犯灯整備

条例

防災無線

見られていますよステッカー

POLICEメールふくしま

取組検討

重点課題②に対するレベル別対策

重点課題② 住宅街の犯罪が多い（空き巣、自転車盗）

刑法

条例

取締り



国・県レベル 市 地域レベル

環境
改善

規則・
罰則

教育・
啓発 20

取組検討

重点課題③に対するレベル別対策

重点課題③
DVの予防活動、相談窓口が
十分に認知されていない

チラシ等による啓発

条例配偶者暴力
防止法

条例

第三次こおりやま
男女共同参画プラン

第５次男女共同
参画基本計画

ふくしま男女
共同参画プラン

相談窓口

取締り



パトカーによる巡回

防犯協会、市の青色回
転灯パトロール

行政、住民協働の巡回

地域住民による見守り 21

地域住民、防犯協会、警察、市等が実施しています。

また、協働で定期的にパトロールを行っています。

既存の取組の事例

例① パトロール



市内に３２，７３２灯設置。（2022.3.31現在）
LED化率 １００％

22

照明範囲も
広くなる！

より明るい！

より防犯上の安心が高まります！

今までは蛍光灯

LED防犯灯

既存の取組の事例

例② 防犯灯整備
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既存の取組の事例

例③ 防犯カメラ設置

犯罪の抑止や事件等の立証に効果がある防犯カメラを
市内に２３台設置。

学校周辺

駐輪場



方向性１

違法客引き
行為防止

方向性３

防犯力の
向上

方向性４

相談窓口
の周知

方向性２

環境の
改善

課題

１

課題

２

課題

３
24

対策委員会が実施するプログラム

重点対象１

駅前繁華街
風俗店
利用者

重点対象２

住宅街
交通事業者

市民

重点対象３

市民

予防対策①

パトロール
啓発
取締り

予防対策②

地域の目を
アピール

予防対策③

防犯カメラ
車載カメラ

予防対策④

周知方法の
改善

24
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対策委員会が実施するプログラム

重点課題① 違法客引き等防止パトロール

2017～2019年…地域住民、警察、市等の協働で実施
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対策委員会が実施するプログラム

重点課題① 違法客引き等防止パトロール

2020年～2021年…新型コロナウイルス感染拡大のため一時休止

SNSを用いた啓発 郡山市の公式SNSを活用した
違法客引きを利用しない啓発の実施

アーケード柱用ポスターを
前よりも見やすいデザインにし、
耐久性と耐水性のある素材へ変更
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対策委員会が実施するプログラム

重点課題① 違法客引き等防止パトロール

2022年…再開に向けて警察と市が協働でパトロールを実施



指標内容
【測定方法】

単
位

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

活動
実績

違法客引き等防止パトロール回数 回 33 41 19 0 0 2

違法客引き等防止会議開催回数 回 4 4 4 1 1 1

成
果
指
標

短
期

客引き防止パトロールを続けてほしい
人の割合（SC市民意識調査）

％ － － 71.3 － 60.0 － 39.2

客引きに対する印象「怖い、威圧感を
感じる」と答えた人の割合（SC市民
意識調査）

％ 50.6 － 49.5 － 34.5 － 37.9

中
期

違法客引きを行う者の数【月平均】
（毎月の最終金曜日に調査）

人 59 62 48 49 38 31

違法客引きを行う者の数【年合計】
（毎月の最終金曜日に調査）

人 709 745 575 586 452 371

長
期

体感治安度（SC市民意識調査） ％ 38.5 － 47.4 － 42.2 － 40.2

郡山駅前の刑法犯認知件数（地域安全
白書）

件 266 241 288 261 191 188
28

対策委員会が実施するプログラム

重点課題① 違法客引き等防止パトロール
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対策委員会が実施するプログラム

重点課題② 防犯カメラやドライブレコーダーの設置促進

啓発チラシを作成、配布 SC通信で周知啓発

第23号

第21号
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対策委員会が実施するプログラム

重点課題② 地域の目をアピール

地域の目をアピールする
防犯ステッカーを作成、配布 ●郡山駅前商店街

防犯カメラ設置

箇所に掲示

●駐輪場

自転車盗防止
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対策委員会が実施するプログラム

重点課題② 地域の目をアピール

出典：防犯対策委員会調査

『見られてますよ！』ステッカー利用者アンケート調査

・町内会ではごみ集積所に
貼り付け、不法投棄が
減ったという意見もあった

・安心感が高まった、防犯意識が向上した
といったという声が多かった

図12

18

10

3

7

0 5 10 15 20

建物の出入り口

車

ごみ集積所

その他

Q.どこに貼り付けていますか？（複数選択）

はい

73%

いいえ

27%

Q.貼り付け後、効果は感じますか？

16

16

3

2

2

1

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

防犯意識の向上

安心感が高まった

不審者が減った

不法投棄が減った

自転車盗が減った

空き巣の被害が減った

Q.効果を感じられたのはどのようなところです

か？（複数選択）

（人）

（人）

(n=37)
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対策委員会が実施するプログラム

重点課題② 地域の目をアピール

・団体に限らず、個人へも配布できるとよいのでは
ないか。

・ドライブレコーダーを販売しているカーショップ等
への働きかけはどうか。

１．カーショップでの配布モニタリング ２．郡山市役所での配布モニタリング

●ドライブ
レコーダー
売り場

●正面入り口
SCコーナー

2022年８月１日～８月31日 2022年９月９日～９月22日
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対策委員会が実施するプログラム

重点課題② 地域の目をアピール

郡山市役所での配布モニタリング結果

思った

90.5%

思わなかった

9.5%

問１ チラシを見て、防犯カメラやドライブレコー

ダーの設置が犯罪抑止に繋がると思いましたか？

n=21

思う

85.0%

思わない

10.0%
既に貼っている

5.0%

問２ 実際に「見られていまよ！」ステッカーを貼

ろうと思いますか？

n=20

個人

56.5%

企業

4.3%

町内会

26.1%

その他

13.0%

問３ ステッカーの活用先（貼るところ）はどこで

すか？

n=23

シールアンケート

図13
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対策委員会が実施するプログラム

重点課題② 地域の目をアピール

・逢瀬地区防犯協力会が独自で
【逢瀬版防犯ステッカー】を作成し、
逢瀬管内地区住民へ配布

地区・地域への広がり

・防犯意識の高揚を図った
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対策委員会が実施するプログラム

重点課題② 防犯カメラやドライブレコーダーの設置促進

指標内容
【測定方法】

単
位

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

活動
実績

防犯カメラ・ドライブレ
コーダー設置啓発活動回数

回 － － － － － 1 8

成
果
指
標

短
期

住宅街に防犯カメラ・ドラ
イブレコーダーを設置する
ことについて安全のために
は必要と回答した割合
（市民意識調査）

％

78.8 － 76.0 － 79.9 －

86.0

－ － － － 77.7

中
期

各家庭での防犯カメラ・ド
ライブレコーダーの設置率
（市民意識調査）

％

3.0 － 5.8 － 5.5 － 5.8

－ － － － 30.3 － 35.4

長
期

刑法犯認知件数
（地域安全白書）

件 2,559 2,618 2,270 2,118 1,576 1,553

防犯カメラ

ドライブレコーダー

防犯カメラ

ドライブレコーダー
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対策委員会が実施するプログラム

重点課題② 地域の目をアピール

指標内容
【測定方法】

単
位

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

活動
実績

地域の目をアピールする
ステッカー配布数

枚 － － － － 2,107 484 539

成
果
指
標

短
期

地域の目をアピールするステッ
カーの認知度（市民意識調査）

％ － － － － 14.0 － 21.0

中
期

防犯ステッカー貼り付けの
申請を受けて配布した数

枚 － － － － 673 214 497

長
期

刑法犯認知件数
（地域安全白書）

件 2,559 2,618 2,270 2,118 1,576 1,553
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重点課題③ DVの相談窓口や種類について周知

市内全郵便局と一部銀行に
相談窓口カードを設置

男女共同参画誌
「シンフォニー」へ掲載

全世帯へ配布

対策委員会が実施するプログラム

対策委員会で記事の内容を考案！



1,524人,90.7%

1,310人,78.0%

1,177人,70.1%

1,072人,63.8%

848人,50.5%

672人,40%

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

殴ったり、蹴ったりするなど身体に対する暴力を

行う

人格を否定したり容姿等を悪く言ったりすること

により相手を傷つける

恋人など親密な関係にある者に対する暴力によ

り、相手をコントロールする（デートDV）

性行為の強要、避妊に協力しない

携帯電話等をチェックする等、社会生活をする上

での人間関係や行動を制限する

お金や高価なプレゼントを要求する等、金銭的な

負担を強要する

38

課題を踏まえた活動指標・成果指標の検討

重点課題③ DVの周知

(人)

Q DVにあたるもので、知っているものをすべて選択してください。

ｎ＝1,680

出典：令和４年度郡山市セーフコミュニティ市民意識調査

図14

R2
22.6％

17.4pt増
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対策委員会が実施するプログラム

重点課題③ DVの予防活動、相談窓口が十分に認知されていない

指標内容
【測定方法】

単
位

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

活動
実績

DV相談窓口の周知カード・
チラシ配布数

枚 － 6,450 50 130 100 50 500

DV予防活動の周知啓発回数 回 － － － － 2 2 2

成
果
指
標

短
期

DV相談窓口の認知度
（2016,2020年男女共同参画
市民意識調査、2018年SC市民
意識調査）

％ 30.0 － 56.0 － 28.3 － 59.3

どのようなものがDVにあた
るのかについての認知度
（SC市民意識調査）

％ － － － － 22.6 － 40.0

中
期

DV相談件数（郡山市こども
家庭相談センター）

件 206 227 188 203 326 234

長
期

自宅内の加害行為による救急
搬送者数（救急搬送データ）

人 37 25 21 27 27 22
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コロナ禍における対応

なりすまし詐欺

郡山市内におけるなりすまし詐欺被害認知状況

情報提供：郡山警察署、郡山北警察署

2019年 2020年 2021年

被害件数 20件 34件 41件

被害総額 4,337万円 5,637万円 1億2,455万円

警察と連携して
啓発活動を行った

市のFacebook、LINE等で
広く市民へ周知

被害が多い高齢者へ
チラシを配布

表２
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現在の到達点と今後の方向性

重点課題 現在の到達点 今後の方向性

課題１
駅前の体感治安

が悪い

・新型コロナの影響
で休止していたパト
ロールを再開

・パトロール方法の
検討
・客引き利用防止の
啓発

課題２
住宅街の犯罪が

多い

・防犯ステッカーの
配布
・防犯カメラやドラ
イブレコーダーの設
置促進

・防犯ステッカーの
周知、配布
・防犯カメラやドラ
イブレコーダーの設
置促進

課題３
ＤＶの予防活動、

相談窓口が十分に
認知されていない

・DVの相談窓口啓発
品設置
・DVそのものへの理
解促進

・DV相談窓口の周知
・DV予防活動の啓発



御清聴ありがとうございました

防犯対策委員会
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